
　　　　

作成日 令和 8 年 3 月 16 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

【1月】初詣　【2月】節分工作 豆まき　【3月】遠足 ひなまつり　【4月】進級祝い　お花見　【5月】こどもの日 母の日工作　【6月】梅雨の工作　父の日工作　【7月】プール 七夕工
作 地元祭りへの参加　【8月】プール 夏祭り　町内会のお祭りへの参加　季節のおやつ作り　【9月】地元祭りへの参加 運動会 十五夜工作　敬老の日工作　【10月】ハロウィンパー
ティー　季節のおやつ作り　芋掘り　【11月】七五三工作　勤労感謝の工作　紅葉工作　紅葉鑑賞　【12月】クリスマス会 地元祭りへの参加

家族支援

・子育ての不安解消、相談支援の提供
・家庭での関わり方のアドバイス
・保護者同士の繋がりの支援（希望者がいて、それぞれにニーズがある場合に
限る。）
・専門機関との連携支援（相談支援事業所や行政機関との連携）
・家庭と事業所の連携強化

移行支援

・生活習慣の定着支援（小学校入学を見据えた基本的生活習慣の確立）
・集団活動への適応支援（小学校の授業を模した活動で学ぶ）
・就学前準備の強化（ひらがな、数字、簡単なルールの理解のサポート）
・学校、関係機関との連携
・保護者の不安軽減支援

地域支援・地域連携

・地域の人々とのふれあいの促進
・公共施設、公園の活用（図書館、公民館など）
・地域の安全意識の向上
・地域資源をいかした体験学習（芋ほりなど）
・保護者向け地域情報の提供

職員の質の向上

・ノートによる日々の情報共有　　・
・ヒヤリハットによる情報共有、対策会議の実施
・各種社内研修の実施
・各種外部研修への参加
・各種資格取得へのサポート
・個別支援計画書更新によるモニタリング前の個別事前会議の実施
・最低月に１回の現場会議

支　援　内　容

・生活リズムの確立（朝の会、帰りの会を通じて１日の流れを通じて、理解する習慣をつける）　　・沢山動いてストレスを発散
・食事、排泄の習慣づけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・体調管理の意識づけ（手洗いうがいの重要性の理解など）
・身だしなみと自己管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・基本的な安全教育
・生活スキル、身の回りの整理整頓（清潔保持、衣類着脱など）

・基本的な運動機能の向上（サーキット遊びなど）　　　　　　　・運動の楽しさを体験
・感覚統合のサポート（砂や粘土など様々な素材に触れる。）
・姿勢、体感の強化（トンネルくぐりなどで自然に体幹を鍛える）
・手先の巧緻性向上（紐通しや折り紙で練習）

本
人
支
援

・基本的な認知能力の向上（遊びの中で物の形や数字を学ぶ）
・自己表現のサポート（ジェスチャーを使って自分の気持ちを他者伝える練習）
・感情コントロールの練習
・行動の見通しをもつ（一日の流れをボードなどに書き視覚的に伝える）

・言葉の理解、発語の促進（絵本の読み聞かせやリズム遊びを通じて言葉への興味を引き出す）
・発音や言葉の流れの練習（言葉のリズムに合わせて、歌や手遊びを楽しむ）
・気持ちや欲求の表現（おままごとやごっこ遊びを通して楽しく学ぶ）
・順番や会話のルールを学ぶ

・基本的な挨拶、マナーの習得（朝の会、帰りの会でおはよう、さようならの練習）
・お友だちとの関り方の学習（集団遊びを通して学ぶ）
・ルールや順番を守る力の向上（すごろくやかるたを通して順番を待つ練習）
・身近な人との関係性の理解

支援方針

・えがおでは、こどもたちが「楽しく学べる」を第一に考えています。
・えがおでは、こどもたちの将来の自立に向けた生活習慣習得をサポートします。
・えがおでは、一人ひとりの「個性」を大切にします。
・えがおでは、こどもたちの目標・課題をご家族と話し合い、支援しています。

営業時間 送迎実施の有無児童発達支援：【平日】12:00～18:00　【休日】10:00～18:00

法人（事業所）理念 社会貢献を目的とし、地域とコミュニケーションを図りながら、ご利用者様一人ひとりの気持ちを大切に、地域で信頼と安心を得られる会社を目指していきます。

事業所名 児童デイえがお大宮 支援プログラム　【児童発達支援】


